
東京都市計画地区計画の変更（新宿区決定）                                      

都市計画四谷駅周辺地区地区計画を次のように変更する。 

名   称 四谷駅周辺地区地区計画 

  位   置 ※ 新宿区四谷一丁目及び四谷本塩町各地内 

  面   積 ※ 約４．３ha 

地区計画の目標 

 

 

新宿区都市マスタープランにおいて、本地区を含む一帯は「賑わい交流の心」に位置づけられており、地区内の

旧四谷第三小学校と財務省公務員宿舎跡地の大規模な公有地を中心として、土地利用の転換を図るとともに、新宿

通り沿道の業務・商業機能を軸としながら、地区の特徴や個性を活かしたまちづくりを進めることとしている。 

 このことから、四谷駅前地区では、公有地を中心とした土地の合理的かつ健全な有効高度利用により防災性の向

上や都市基盤の整備を図るとともに、業務・商業機能の強化及び文化・交流機能の導入により、駅前の新たな賑わ

い交流拠点の形成を図る。 

 四谷一丁目北地区では、魅力ある良好な街並みを誘導するとともに、業務・商業集積地としての更なる活性化と

歩行者空間の拡充を図る。 

さらには四谷駅前地区と四谷一丁目北地区が一体となった四谷地域の拠点形成を図るとともに、外濠緑地や迎賓

館、玉川上水等の貴重な自然的・歴史的資源を活かしたまちづくりを推進し、緑豊かで趣のある「賑わい交流の心」

の形成を目指す。 
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土地利用の方針 

１ 四谷駅前地区においては、業務・商業を中心として、居住、公益、教育等の諸機能を適切に配置し、魅力と個 

性ある複合市街地の形成を図る。 

２ 四谷一丁目北地区においては、業務・商業機能を中心とした合理的な土地利用を図る。 

公共施設等の整備の方針 

１  道路等の整備方針 

１）道路の再配置と敷地の統合により街区再編を行い、土地の有効高度利用を図る。 

２）区画道路の拡幅整備に併せて、歩道状空地を歩道と一体的に整備し、歩車分離を行うとともに玉川上水の

記憶を継承し、安全で快適な歩行者空間の拡充を図る。 

２  広場等の整備方針 

１）周辺市街地との緩衝空間となる広場１号を整備し、賑わいと交流を形成するとともに、地域の防災性の向上 

を図る。 

２）四ツ谷駅に面する位置に駅前広場機能を補完する広場２号を整備し、新たに歩行者の滞留・交流空間を創 

出するとともに、災害時には帰宅困難者対応等にも活用できるよう配慮し、駅前防災機能の強化を図る。 

３）外濠緑地に面する位置に広場３号を整備し、外濠緑地等の景観特性との調和や駅前の交流空間の連続性を 

図る。 
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公共施設等の整備の方針 

４）外濠緑地との調和に配慮し、広場を積極的に緑化することで、新宿区都市マスタープランに掲げる「七つの 

都市の森」の拡充を図る。 

３  歩行者用通路の整備方針 

１）区画道路や広場等と円滑に接続する歩行者用通路を整備し、回遊性及び地域の防災性の向上を図る。 

建築物等の整備の方針 

１ 四谷地域の拠点に相応しい都市空間の形成と周辺市街地への影響に配慮するため、建築物の容積率の最高限 

度、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限及び建築物等の高さの最高限度を定める。特別区道４２－

５７０しんみち通り（以下、「しんみち通り」という。）沿道については、良好な街並みの形成を誘導するため、

壁面の位置の制限が定められた敷地の道路斜線制限及び前面道路幅員による容積率の制限を緩和する。 

２  しんみち通り沿道は、快適な歩行空間の拡充を図るため、壁面後退区域における工作物の設置の制限を定める。 

３ 賑わいの連続性を増進し、魅力ある街並み形成を図るため、建築物等の用途の制限を定める。 

４ 良好な都市景観を創出するため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。 

５ 四谷駅前地区においては、外濠緑地と調和した緑豊かでゆとりある都市環境空間の形成のため、建築物等への 

積極的な緑化を図る。 

再
開
発
等
促
進
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位 置 新宿区四谷一丁目及び四谷本塩町各地内 

面 積 約２．６ha 

土地利用に関する基本方針 ※ 

公有地の土地利用転換を契機として、土地の合理的かつ健全な有効高度利用により、「賑わい交流の心」の形成

と地域の防災性の向上を促進するため、業務、商業、居住、公益、教育等の諸機能や広場等を適切に配置し、魅力

と個性ある複合市街地の形成を図る。 

主要な公共施設

の配置及び規模 

※ 

種 類 名 称 面積及び幅員 延長 備考 

広 場 
広場１号 約３,３００㎡ ― 新設 

広場２号 約１,０００㎡ ― 新設 

地
区
整
備
計
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位   置 新宿区四谷一丁目及び四谷本塩町各地内 

面   積 約４．３ha 

地区施設の配置 

及び規模 

 

 

種 類 名 称 面積及び幅員 延長 備考 

  道 路 ※ 
区画道路１号 １２～１３ｍ 約１６５ｍ 拡幅 

区画道路２号 １２ｍ 約１２５ｍ 拡幅 
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地区施設の配置 

及び規模 

  道 路 ※ 区画道路３号 １２ｍ 約１３５ｍ 拡幅 

広 場 広場３号 約９００㎡ ― 新設 

その他の 

公共空地 

歩行者用通路１号 ６ｍ 約４５ｍ 新設 

歩行者用通路２号 ６ｍ 約７５ｍ 新設 

歩行者用通路３号 ６ｍ 約６５ｍ 新設 

歩道状空地１号 ４ｍ 約１１５ｍ 新設 

歩道状空地２号 ４ｍ 約１２５ｍ 新設 

歩道状空地３号 ４ｍ 約１１５ｍ 新設 

建
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地区の区分 
名 称 四谷駅前地区 四谷一丁目北地区 

面 積 約２．６ha 約１．７ha 

建築物等の用途の制限 ※ 

１ 次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。 

１）建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）別表第

２（ぬ）に掲げる建築物 

２）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法

律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第６項から

第１０項まで又は第１３項に規定するいずれかの営

業の用に供する建築物 

３）勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに

類するもの 

４）倉庫業を営む倉庫（１００㎡未満を除く。） 

５）ガソリンスタンド 

６）建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）

第１３０条の９に定める危険物の貯蔵又は処理施

設(敷地内建築物の供給処理に伴う危険物の貯蔵庫

を除く。) 

２ 建築物の用途を変更する場合においては、前項の規

定を準用する。 

１ 次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。 

１）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法

律第２条第６項に該当する営業の用に供する建築

物 

２）勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに

類するもの 

３）倉庫業を営む倉庫（１００㎡未満を除く。） 

４）ガソリンスタンド 

５）建築基準法施行令第１３０条の９に定める危険物

の貯蔵又は処理施設(敷地内建築物の供給処理に伴

う危険物の貯蔵庫を除く。) 

２ 建築物の用途を変更する場合においては、前項の規

定を準用する。 



建築物の容積率の最高限度 

※ 
１０分の６７ 

しんみち通りを幅員の最大な前面道路とする敷地に

おいては、１０分の４０とする。 
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建築物の容積率の最低限度 １０分の２０ ―――――― 

建築物の建ぺい率の最高限度 

※ 
１０分の７ ―――――― 

建築物の建築面積の最低限度 ２００㎡ ―――――― 

 

建築物の敷地面積の最低限度 

５,０００㎡ 

ただし、公益上必要な建築物についてはこの限りでな

い。 

建築物の敷地面積は、６５㎡以上でなければならな

い。ただし、次の各号のいずれかに該当するものについ

てはこの限りでない。 

１）地区計画の決定の告示日において、現に建築物の敷 

地として使用されている土地でこの規定に適合しな

いもの又は現に存する所有権その他の権利に基づい

て建築物の敷地として使用するならば、この規定に適

合しないこととなる土地について、その全部を一の敷

地として使用するもの 

２）公益上必要な建築物の敷地として使用するもの 

 

壁面の位置の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱は、計画図に示す壁

面の位置の制限を越えて建築してはならない。ただし、

次の各号のいずれかに該当する建築物等はこの限りで

ない。 

１）公共歩廊、広場の利便性を確保するための施設その 

他これらに類するもの 

２）道路に接続する車路その他これに類するもの 

３）歩行者又は施設利用者等の安全性及び快適性を確保 

するために必要な庇等の部分 

４）給排気施設の部分 

５）公益上必要な建築物 

 

建築物の外壁又はこれに代わる柱は、計画図に示す壁

面の位置の制限を越えて建築してはならない。ただし、

公益上必要な建築物はこの限りでない。 



壁面後退区域における工作物 

の設置の制限 
―――――― 

壁面後退部分には、歩行者の通行の妨げとなるような

工作物を設置してはならない。ただし、次の各号のいず

れかに該当するものについてはこの限りでない。 

１）道路の中心からの高さが３．５ｍを超える部分に設 

 置する袖看板等 

２）公益上必要なもの 
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建築物等の高さの最高限度 

工作物を含む建築物等の高さの最高限度は１４５ｍ

とする。ただし、避雷針その他これに類するものはこの

限りでない。 

建築物の高さの最高限度は５０ｍとする。ただし、し

んみち通りを幅員の最大な前面道路とする敷地におい

ては、しんみち通りの道路中心線から１０.２５ｍ以内

の区域において、建築物の高さの最高限度は２０ｍとす

る。 

建築物等の形態又は色彩その

他の意匠の制限 

１）東京都景観条例に基づく大規模建築物等の建築等に係る景観形成基準及び新宿区景観まちづくり計画に基づく 

景観形成基準等によるものとする。 

２）建築物及び工作物は、原色を避け街並み形成に配慮するなど周辺環境と調和したものとする。 

３）屋外広告物は、建築物との一体性、歩行者空間との調和等に配慮した設置位置、形態、規模及びデザイン等と 

し、良好な都市景観の形成に配慮したものとする。 

４）四谷一丁目北地区については、しんみち通りの店舗の連続性に配慮し、賑わい形成に資する意匠とする。 

建築物の緑化率の最低限度 １０分の１．８５ ―――――― 

 
 
 
１．建築物の容積率の最高限度には、建築基準法第５２条第１４項第１号に基づく東京都容積率の許可に関する取扱基準（平成２２年３月３１日２１都市 
建企第８９３号）のⅡ３（１）の用途に供する部分を除くことができる。 
 
「地区計画の区域、再開発等促進区の区域、地区整備計画の区域、主要な公共施設及び地区施設の配置、地区の区分並びに壁面の位置の制限は、計画図に

示すとおり。」 
 
理由 ：  「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」及び「建築基準法」の一部改正に伴い、地区計画を変更する。 

※は知事協議事項 


